


大学1・2年次を対象とした専門科目と全学共通科目のうち、指定された科目を受講できます。2024年度は春学期に10科目、秋学期は11科目
が提供されており、興味ある科目、将来自身が進みたい分野の科目、卒論に関連する科目を履修することができます。大学での学問や研究
の一端に触れることができ、立教大学の雰囲気を高校生のうちに知ることができます。

立教GLP特別聴講生制度
立教学院は、高等学校と大学の一貫連携を深めることを目的として、2002年度から「立教大学特別聴講生制度」を、2015
年度から「立教GLP特別聴講生制度」を実施しています。立教新座および立教池袋の高校３年生の希望者が、大学生とと
もに大学の授業を履修。規定の成績等をおさめると立教大学進学後の単位修得となり、春学期の履修科目は、高校の単
位としても認められます。高校生のうちから大学生と同じ環境で学べることは一貫校ならではの強みです。将来のキャ
リア形成に向けた貴重な経験となります。

立教大学グローバル・リーダーシップ・プログラム
（立教GLP）を高校3年で受講

立教大学グローバル・リーダーシップ・プログラム
（立教GLP）を高校3年で受講

特集

立教大学特別聴講生制度

立教GLP特別聴講生制度

特別聴講生制度の履修者には立教大学の学生証が交付
され、立教大学の図書館を利用することができます。
※特別聴講生ではなくとも、立教新座中高の図書館を通して、
　大学の蔵書を借りることは可能です。

R I K K Y O  G L O B A L  L E A D E R S H I P  P R O G R A M

新座キャンパス図書館 池袋キャンパス図書館

立教大学の学生証を発行

ロプ・プッシーダーリ・ルバーログ（PLG教立、は」101 LG「。すまし修履を業授の」101LG「るいてし講開に生学の年学全・部学全の学大教立
グラム）の基幹科目であり、入門科目です。2024年度は、立教新座高校から新座キャンパスで10名・池袋キャンパスで9名が履修しています。
大学生と共に提携企業から提示された課題に少人数のチームで取り組み、立教が提唱するリーダーシップについて、実践を通して学びま
す。大学生と同様に課題を提出し、単位修得を目指します。



高校3年
渡邉 公

高校3年
小松 央貴

2024年度に「立教GLP特別聴講制度」でGL101を履修した生徒への取材を基にGL101をご紹介します。

履修生徒が紹介する

GL101
立教GLP（グローバル・リーダーシップ・プログラム）基幹科目

GL101の1学期の流れ
WEEK1
キックオフ

WEEK2
課題発表とチームビルディング

WEEK13 ～ 14
振り返り

WEEK9 ～ 10
中間発表とブラッシュアップ

WEEK3 ～ 8
現状分析

課題解決案作成

WEEK11 ～ 12
予選・本選

自分なりのリーダーシップ
を見つけることができた

私たちのチームは本選に進むことができま
した。人前に出るのが苦手だったので、400人
の前でうまく発表できるか心配でしたが、先
輩にアドバイスをいただき、ブラッシュアッ
プして本番に臨むことができました。発表後
には友人たちが「よかった、かっこよかった」
と声をかけてくれて、達成感があった一方
で、「もっと質疑応答を上手くやれたかな」と
悔しさも残ります。経験したすべてのことを
今後に生かしていきたいです。

苦手を乗り越え
本選で400人の前で発表

周囲にもっと気を配れるようになりたいと
思い、友だちと一緒に履修を決めました。大
学生と同じチームで活動するため、最初は緊
張しましたが、次第に自分らしさを発揮でき
るようになりました。また、違う考えを持つ
人たちとの意見交換を通じて視野が広がり、
成長できたと感じます。高校生のうちから大
学の授業を体験できて、単位の修得まででき
るのは、一貫校ならではの特権だと思いま
す。立教に来て本当に良かったです。

意見交換を通じて
視野が広がり成長を実感

リーダーシップとは、権限やカリスマ性を持った特別
な人だけが発揮するものではなく、誰もが持ち、学ぶ
ことで誰もが発揮できるスキルです。多様な価値観や
背景を持つ人々が集まる場において、一人ひとりの良
さを見つけ、チームの行動に発展させていく力がグ
ローバルリーダーに求められます。
立教GLP特別聴講生制度で履修するGL101は、独自の
リーダーシップ最小3要素を軸として、受講生それぞ
れが自分なりのリーダーシップに気づく入門編で、受
講後には、自分なりの発揮方法を見つけます。

立教で身につける
リーダーシップとは？

 目標設定
共有

率先
垂範

同僚支援・
環境整備

立教大学の
リーダーシップ
最小3要素

高校3年
藤本 直太郎

大学の授業を受けられるのは、全国の高校の
中でも限られていると思い、履修を決めまし
た。最初は大学生との関係性の構築に苦労し
ましたが、話し合いをしながら協力して課題
解決ができたことや、フィードバックを通じ
て他者からの視点を知ったことで、新しい自
分を発見することができ、自分なりのリー
ダーシップを見つけることができました。こ
の経験を残りの高校生活や将来に生かした
いです。

「青山フラワーマーケットと大学生の
距離を縮める方法を考えよ！～大学生
にとってお花を身近なものに！～」 
チーム課題とこれから1学期一緒に取
り組むチームが発表されます。

◉24GL101 プロジェクトテーマ

プレゼンテーションや他のチームへの
フィードバックの方法を学びます。

◉チームでプランを発表

企業の方から、企業理念や創業以来の
歩みなどをうかがいます。
「チームゴールポスター」の発表
チーム名やチーム目標、個人目標を全
チームが発表。提案作成に取り掛かり
ます。

◉クライアントブリーフィング

全100チームの中から予選を勝ち抜い
た6チームは、企業の方にプレゼンテー
ションします。

◉最終発表

チームや個人の目標を達成できている
かの振り返りやプロジェクト中のお互
いの行動や態度についてのフィード
バックを通して、自分らしいリーダー
シップを改めて考察します。

◉振り返りとフィードバック



POINT OF VIEW

一緒に受講する大学生にとっても良い経験

普段と違う環境が自分の殻を破るきっかけに キャリア教育においても非常に有意義

ある1日の
過ごし方

最初は遠慮や緊張が見られましたが、チーム内で発表したり、周りに賛同しても
らったりすることで、どんどん自信をつけていくのでしょう。予選や本選でのプレ
ゼンテーションも素晴らしく、4月に実施したウェルカムキャンプの頃を振り返る

姿や、率直な意見に私たちが気づかされることも多く、一緒に受講する大学生に
）AS（。すまいてっなに験経い良もてっと

私たち教員は場を用意するだけで、基本的には学生・生徒たちが
主体となって授業を作り上げていきます。立教新座の生徒は
リーダーシップのポテンシャルを持つ子が多いので、この授業
はぴったりです。最初は緊張して意見が言えないこともありま
すが、大学生が話しやすい雰囲気を作ってくれるので、自分の殻
を破るきっかけを見つけ、驚くほど授業になじんでいきます。
（担当教員　安松 幹展 先生）

高校では本気を出すと目立ってしまうと感じ、遠慮がちになる生
徒も、この授業では全力を発揮できます。その結果、生徒は自分で
も気づかなかった新たな一面を発見し、成長していきます。高校
生のうちからこのような環境で学べることは、キャリア教育にお
いて非常に有意義です。今後も多くの生徒にこのプログラムを受

）生先 司祐 原笠小　員教当担（。すまい思といたいらもてけ

GLPでは、SAと呼ばれる学生アシスタントが教員と協働し
て運営を行い、受講生の学びをサポートしています。

限られた時間をいかに
効率的に使うかがポイント
GL101のない日は18:30まで部活をして、帰っ
てからオンラインでチームミーティング。基本
的には週1回ですが、課題が終わらない時は2
回、予選の前の週は3、4回ぐらい行いました。
限られた時間でいかに効率的に進められるか
が重要なので、チームミーティング前にやるこ
とを明確にしておくと流れがスムーズになり
ます。また、高校の試験と課題の準備が重なる
こともあるため、テスト勉強は早めに終えるよ
う心がけました。大学生のチームメンバーに予
定を伝えておくことも重要だと思います。

履修生徒より

SA（Student Assistant）より

教員より

大学生になってもGLPを履修したい
最初は不安も大きかったけど、一緒に履修している大学生が優しく接し
てくれて、想像していたよりも学年の差を感じませんでした。それでも要
所要所では引っ張ってくれたりしたので頼もしかったです。大学生と議
論したり大学の図書館で調べ物をしたり、普段の高校生活では得られな
い貴重な経験をすることができました。今回のGL101で大学の雰囲気を
知ることができ、チーム協働やリーダーシップについて興味が増したの

）本藤（。すでいたし修履を目科PLG教立の他もてっなに生学大、で

生徒より

高校生が大学で立教GLPを受講すること ～学生・教員・生徒の視点～

睡眠

高校で 1～5限授業
大学の図書館で個人課題に取り
組んだり、発表の練習をしたり

チームでプランを考えたり、
発表の練習をしたり

GL101 を新座キャンパス
の教室で受講

電車でリアクションペーパー
を書きながら帰宅

週に 1回程度、オンラインで
チームミーティング

食事をしたり、高校の課題をしたり
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